
ス
〜
ッ
と

 

す
る
に
ゃ
ん

太田胃散公式PR大使

持ち
歩き
に

便 利
にゃ
ん

あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
す
に
ゃ
ん

太田胃散には症状に
対応した、いろいろなタイプの

商品があるにゃん。
ぼくが紹介するにゃん！

広告特集企画・制作
朝日新聞社メディアビジネス局

性別：男の子（オス）
誕生日：6月8日
ふるさと：日本橋
特技：柔軟体操
好きな食べ物：さんま
好きなスポーツ：剣道
好きな場所：縁側
好きな言葉：にゃん

プロフィール

長年の感謝を胸に これからも皆様と

太
田
胃
散
の
創
業
者
・
太
田
信
義
は
1
8
3
7

年
（
天
保
8
年
）、
下
野
国
都
賀
郡
壬
生
（
現
在

の
栃
木
県
下
都
賀
郡
壬
生
町
）
で
産
声
を
上
げ
た
。

世
は
幕
末
。
文
武
両
道
に
秀
で
た
信
義
は
壬
生

藩
鳥
居
家
の
藩
士
と
な
り
、
天
下
の
情
勢
を
探
る

た
め
江
戸
へ
派
遣
さ
れ
た
。
尊
皇
攘
夷
の
志
士
た

ち
と
交
流
を
持
つ
中
、
尊
攘
を
掲
げ
て
幕
府
に
反

旗
を
ひ
る
が
え
し
た
水
戸
藩
の
天
狗
党
事
件
に

関
わ
る
こ
と
と
な
り
、
そ
の
後
、
脱
藩
。
江
戸
に

出
て
ろ
う
そ
く
の
行
商
を
し
て
い
た
頃
、
明
治
新

政
府
に
抵
抗
す
る
彰

義
隊
の
偵
察
を
旧
友

の
依
頼
で
引
き
受
け
、

西
郷
隆
盛
の
知
遇
を

得
た
。

廃
藩
置
県
の
後
、

新
政
府
の
高
級
官
吏

に
登
用
さ
れ
、
四
日

市
港
（
三
重
県
）
の

改
築
工
事
に
携
わ
っ

た
り
、
東
京
で
開
催

さ
れ
た
日
本
初
の
博

覧
会
、
第
1
回
内
国

勧
業
博
覧
会
の
主
任

官
を
務
め
た
り
し
た
。

し
か
し
、
東
京
の
急
速
な
変
貌
を
目
の
当
た
り

に
し
、
西
南
戦
争
に
敗
れ
た
西
郷
の
自
決
を
知
っ

て
運
命
の
は
か
な
さ
に
も
思
い
至
り
、
40
歳
過
ぎ

で
役
人
の
職
を
捨
て
商
人
の
道
へ
飛
び
込
ん
だ
。

東
京
・
日
本
橋
の
借
家
に
一
家
で
移
り
住
ん
だ

信
義
は
、
米
穀
仲
買
人
の
店
で
一
店
員
と
し
て
働

き
始
め
た
。
士
族
の
出
身
で
高
級
官
吏
だ
っ
た

過
去
は
過
去
と
し
、
腰
を
低
く
し
て
商
売
の
コ
ツ

を
学
ぶ
日
々
だ
っ
た
。

信
義
は
元
来
胃
弱
だ
っ
た
。
慣
れ
な
い
仕
事
で

胃
が
痛
む
こ
と
は
多
く
、
独
立
し
て
米
と
油
を

商
う
よ
う
に
な
っ
て
か
ら
も
難
題
が
続
出
し
た
。

常
に
胃
薬
を
持
ち
歩
い
て
い
た
が
、
名
医
緒
方

洪
庵
の
娘
婿
で
あ
る
緒
方
拙
斎

が
処
方
し
た
薬
を
飲
み
始
め
て

か
ら
は
極
め
て
胃
の
調
子
が
良

く
な
っ
た
と
感
じ
て
い
た
。

大
阪
に
拙
斎
を
訪
ね
た
信
義

は
、
こ
の
薬
は
日
本
に
滞
在
し

て
い
た
オ
ラ
ン
ダ
の
名
医
ボ
ー

ド
ウ
ィ
ン
が
処
方
し
た
も
の
で
、

拙
斎
が
「
胃
散
」
と
呼
ん
で
い
る

こ
と
を
知
っ
た
。
東
京
に
戻
っ
た
信
義
は
売
薬
業

の
老
舗
を
営
む
親
友
・
守
田
治
兵
衛
か
ら
長
年
売

薬
の
仕
事
を
し
て
い
る
岸
田
吟
香
を
紹
介
さ
れ
、

2
人
の
助
言
と
協
力
に
よ
り
薬
の
改
良
や
売
薬
の

許
可
取
得
を
進
め
、
胃
散
の
販
売
に
乗
り
出
し
た
。

胃
散
の
発
売
当
初
、
信
義
は
書
籍
業
を
掛
け
持

ち
し
て
い
た
が
、
注
文
に
製
造
が
追
い
つ
か
な
い

ほ
ど
の
胃
散
の
売
れ
行
き
に
薬
業
一
筋
を
決
意
し

た
。
製
造
権
を
全
面
的
に
譲
り
受
け
、
店
名
も
自

ら
の
号
に
ち
な
ん
で
「
雪
湖
堂
」
と
命
名
。「
雪

湖
堂
の
胃
散
」
と
し
て
売
り
出
し
た
。
ブ
リ
キ
缶

入
り
の
胃
散
は
飛
ぶ
よ
う
に
売
れ
た
。

販
売
網
の
拡
大
に
つ
れ
、
偽
物
も
多
く
出
回
っ

た
。
信
義
は
有
力
な
売
薬
業
者
に
協
力
し
て
偽

物
を
締
め
出
そ
う
と
呼
び
か
け
る
と
同
時
に
、

商
品
を
よ
く
知
っ
て
ほ
し
い
と
新
聞
広
告
な
ど

の
宣
伝
に
も
力
を
入
れ
た
。
ま
た
、
業
界
団
体
で

あ
る
売
薬
組
合
の
頭
取
に
も
就
任
し
、
晩
年
ま

で
活
動
の
幅
を
広
げ
た
。
激
動
の
時
代
を
駆
け

抜
け
て
薬
業
界
を
牽
引
し
、
そ
の
社
会
的
地
位

を
高
め
た
61
年
の
生
涯
だ
っ
た
。

薬
業
界
へ
の
躍
進

太
田
胃
散
の
誕
生

武
士
か
ら
商
人
に

雪
湖
堂
物
語 

〜
太
田
胃
散
誕
生
の
歴
史
〜

6月8日、太田胃散は創業140周年を迎えます　　

当社は令和元年6月8日、おかげさまで創業140周年を迎えます。
主力製品である太田胃散は明治12年（1879年）、当時来日して

いたオランダ人の名医ボードウィン博士の英国処方を譲り受けて、
改良を加え製造発売したものです。その後140年間、時代の推移
と共に研究改良が加えられ今日に至っております。

芳香性健胃生薬の独特な配合は、太田胃散の効力と服用感に大き
な特徴を与えております。また、当社の筑波研究所（茨城県牛久市）
は医薬品・医薬部外品の研究開発を行い、それぞれ特徴を持った製
品を逐次提供しております。今後も「奉仕の精神を以て良品を世に
おくる」を企業理念として皆様の健康に貢献してまいります。

代表取締役社長 太田美明

公
式
H
P
で
全
話
掲
載
中
!!

太田胃にゃんスペシャルサイト →

公式Twitter →

指定
医薬
部外
品は

コン
ビニ
で

買え
るに
ゃん

創業140周年、誠におめでとうござい
ます。茨城県牛久市にある工場を見
学したことがあります。社員のみなさ
んの真剣な姿に、いい製品を支えてい
るのはやはり人間の目だと改めて痛感
しました。これからも太田胃散でたく
さんの人が「いい笑顔」になれるよう、
私もPR頑張ります。

笑福亭鶴瓶

太田胃散
イメージキャラクター

「いい笑顔」になれるよう、
頑張ります。

第2類医薬品太田胃散“ありがとう　　  　 いいくすりです”

フ
ォ
ロ
ー

し
て
に
ゃ
ん

指定
医薬
部外
品は

指定医薬部外品

太田胃散NEXT
飲みすぎ・二日酔い・
胃の不快感に

第2類医薬品

太田漢方胃腸薬Ⅱ
神経性胃炎・慢性胃炎

第2類医薬品

ロコフィットGL
関節痛・肥満症

第3類医薬品

太田胃散整腸薬
デ・ルモア錠
便秘・整腸

好きな言葉：にゃん

太田胃散整腸薬太田胃散整腸薬太田胃散整腸薬太田胃散整腸薬

第3類医薬品

太田胃散整腸薬
軟便・整腸

第2類医薬品

太田胃散〈内服液〉
飲みすぎ・はきけに

第2類医薬品

太田胃散A〈錠剤〉
胃のもたれ・食べすぎ

第3類医薬品

太田胃散
チュアブルNEO
胸やけ・胃の膨満感

第2類医薬品

太田胃散〈分包〉

指定医薬部外品

太田胃散〈内服液〉S
飲みすぎ・二日酔いの
むかつき・食べすぎ

飲みすぎ・胸やけ・胃の不快感に

飲みすぎ・胸やけ・胃の不快感に

パッケージの変遷

宣伝・広告の歴史

老舗企業の証「金看板」

広告宣伝車（タクリー号）

明治時代

紙
袋
入
り
胃
散

か
ら
始
ま
る

　明治～昭和にかけて薬店など
に認可販売店の印として配布さ
れたもの。この金看板は今でも
本社に大切に飾られています。

DAIGOさん
（ミュージシャン）

太田

胃散
A〈錠
剤〉  現イメージキャラクター

東京・青山通り 名古屋市納屋橋

新聞広告

百周年新聞広告

ネオン広告塔ネオン広告塔

東京・青山通り

ネオン広告塔

川津祐介さん
（俳優）

薬局に配布された金看板

名古屋市納屋橋

ネオン広告塔

太
田胃

散の
主な歴代イメージキャラクタ

ー

前田武彦さん
（タレント）

笑福亭鶴瓶さん
（落語家）

笑福亭鶴瓶さん
（落語家）

高島礼子さん
（女優）

さん 若村麻由美さん
（女優）

DAIGOさん
（ミュージシャン）

イメージキャラクター

笑福亭鶴瓶笑福亭鶴瓶
（落語家）

河北麻友子さん
（女優・モデル）

太田
胃散
整腸
薬  現イメージキャラクター

「胃に胃散」の日
新聞広告

昭和40年代昭和50年代現行品 平成4年～11年現行品 平成4年～ 昭和50年代 昭和40年代 大正時代昭和30年代

（タレント）

昭和30年代 大正時代

事
務
所
を
日
本
橋
呉
服
町
よ
り
麹
町
区

永
楽
町
に
移
転
。

1
9
2
2
年

（
大
正
11
年
）

鉄
道
沿
線
看
板
広
告
開
始
。

1
9
1
8
年

（
大
正
7
年
）

工
場
を
小
石
川
区
氷
川
下
町
に
移
転
。

1
9
1
9
年

（
大
正
8
年
）

辻
貼
広
告
開
始
。

1
9
0
7
年

（
明
治
40
年
）

新
聞
広
告
開
始
。

1
9
0
3
年

（
明
治
36
年
）

「
太
田
胃
散
」
と
し
て
販
売
、

商
標
も
登
録
。

1
8
9
8
年

（
明
治
31
年
）

太
田
信
、
二
代
目
太
田
信
義
を
襲
名
。

1
8
9
7
年

（
明
治
30
年
）

「
雪
湖
堂
の
胃
散
」と
し
て
発
売
。

1
8
8
1
年

（
明
治
14
年
）

薬
舗
を
開
き
、
製
薬
工
場
を
拡
張
。

1
8
8
0
年

（
明
治
13
年
）

初
代
太
田
信
義
、
胃
散
製
造
販
売

に
関
し
売
薬
許
可
を
得
る
。
翌
年
、

「
胃
散
」の
名
称
で
発
売
す
る
。

1
8
7
9
年

（
明
治
12
年
）

太
田
胃
散
の

1
4
0
年

創
業
百
四
十
周
年
。

2
0
1
9
年

（
令
和
元
年
）

太
田
胃
散〈
内
服
液
〉、太
田
胃
散〈
内
服

液
〉Ｓ
、
太
田
胃
散
チ
ュ
ア
ブ
ル
Ｎ
Ｅ
Ｏ

を
新
発
売
。

2
0
0
8
年

（
平
成
20
年
）

太
田
胃
散
整
腸
薬
を
新
発
売
。

2
0
0
7
年

（
平
成
19
年
）

太
田
漢
方
胃
腸
薬
Ⅱ
を
新
発
売
。

2
0
0
6
年

（
平
成
18
年
）

太
田
胃
散
Ａ〈
錠
剤
〉
を
新
発
売
。

太
田
胃
散
チ
ュ
ア
ブ
ル
を
新
発
売
。

1
9
9
6
年

（
平
成
8
年
）

五
代
目
社
長
に
副
社
長
太
田
美
明
就
任
。

2
0
0
2
年

（
平
成
14
年
）

健
康
食
品
に
参
入
。

2
0
0
3
年

（
平
成
15
年
）

筑
波
研
究
所
竣
工
。

1
9
9
1
年

（
平
成
3
年
）

12
月
13
日
を「
胃
に
胃
散
」の
日
と
制
定
。

2
0
1
4
年

（
平
成
26
年
）

ロ
コ
フ
ィ
ッ
ト
Ｇ
Ｌ
を
新
発
売
。

2
0
1
2
年

（
平
成
24
年
）

太
田
胃
散
整
腸
薬
デ・ル
モ
ア
錠
を
新
発
売
。

太
田
胃
散
N
E
X
T
を
新
発
売
。

茨
城
工
場 

新
生
産
棟
竣
工
。

2
0
1
5
年

（
平
成
27
年
）

太
田
胃
散
公
式
P
R
大
使「
太
田
胃
に
ゃ
ん
」

誕
生
。

太
田
漢
方
胃
腸
薬
を
新
発
売
。

1
9
8
2
年

（
昭
和
57
年
）

創
業
百
周
年
。

1
9
7
9
年

（
昭
和
54
年
）

茨
城
工
場
第
二
期
工
事
竣
工（
全
面
移
転
）。

1
9
7
5
年

（
昭
和
50
年
）

茨
城
工
場
第
一
期
工
事
竣
工
。

太
田
胃
散
〈
分
包
〉
を
新
発
売
。

1
9
7
0
年

（
昭
和
45
年
）

事
務
所
を
麹
町
区
永
楽
町
よ
り
小
石
川
区

氷
川
下
町
に
移
転
。

1
9
3
0
年

（
昭
和
5
年
）

映
画｢

胃
を
科
学
す
る｣

完
成
。
イ
タ
リ
ア
、

パ
ド
ヴ
ァ
の
世
界
学
術
映
画
祭
に
出
品
し

銀
牛
頭
賞
受
賞
。

東
京
・
青
山
通
り
に
ネ
オ
ン
塔
新
設
。

1
9
6
9
年

（
昭
和
44
年
）

名
古
屋
市
納
屋
橋
に
ネ
オ
ン
塔
新
設
。

1
9
6
4
年

（
昭
和
39
年
）

「
あ
り
が
と
う 

い
い
く
す
り
で
す
」の
キ
ャ

ッ
チ
コ
ピ
ー
が
登
場
。「
お
客
様
の
ご
愛
顧
」

へ
の
感
謝
の
気
持
ち
を
込
め
た
。

1
9
6
5
年

（
昭
和
40
年
）

社
名
を
株
式
会
社
太
田
胃
散
と
変
更
。

1
9
6
3
年

（
昭
和
38
年
）

テ
レ
ビ
広
告
開
始
。

1
9
5
5
年

（
昭
和
30
年
）

ラ
ジ
オ
広
告
開
始
。

1
9
5
1
年

（
昭
和
26
年
）

企
業
整
備
令
に
よ
り
、
都
内
三
十
数
企
業

体
と
合
同
、
東
興
製
薬
株
式
会
社
を
設
立
。

社
長
に
三
代
目
太
田
信
義
が
就
任
。

1
9
4
4
年

（
昭
和
19
年
）

太
田
寿
男
、社
長
に
就
任
し
、
三
代
目
太

田
信
義
を
襲
名
。

1
9
3
7
年

（
昭
和
12
年
）

事
務
所
及
び
工
場
を
小
石
川
区
氷
川
下
町

に
新
築
。

1
9
3
3
年

（
昭
和
8
年
）

創
業
五
十
周
年
。

1
9
2
9
年

（
昭
和
4
年
）

四
代
目
社
長
に
副
社
長
太
田
昭
就
任
。

シ
ョ
パ
ン
の
プ
レ
リ
ュ
ー
ド
第
7
番
イ
長

調
が
テ
レ
ビ
C
M
で
採
用
さ
れ
る
。

２０１９ ３６年 月 日（月）（令和元年） ２０１９年 ３６月 日（月）（令和元年）




